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 (1) 損害賠償を受けるまでの時間経過 
 (2) 損害の証明と訴訟遂行のための費用 
 (3) 被害者対加害者の対立構造 
 (4) 加害者の無資力リスク 
 (5) 損害評価における裁判所の裁量 
 (6) 賠償金の受領方法 
 (7) 小括 
３．生命保険による不法行為制度の変容可能性 
 (1) 生命保険の活用による問題点の解決可能性 
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22）例えば、本稿で提案するような生命保険の保険料率の計算に際して、どの
ような事情をどの範囲で考慮すべきかについては、相当の議論が必要となる
であろう。これは、単に被害者側である被保険者の事情のみならず、加害者
側から損害賠償が実質的に回収できることを考慮した場合、保険料率の算定
に影響が及ぶため、さらに複雑な事情についての考慮が必要となってくるた
めである。 
